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ツーリズムの語源と概念の変遷

【　授　　業　　方　　法　】

２年 前期 ２単位

Eco-tourism

エコツーリズム論

地域の自律的発展に果たすエコツーリズムの役割

１）対話型の授業とする。授業を進めるに当たって、学生の想像力および考えを重視する。
２）エコツーリズムに関わる理論、および、エコツーリズムの現状を知るための資料として、自主
製作のプリントを多用する。
３）エコツーリズムの現状を知るための資料として、ビデオ・スライドを使用する。

観光資源の概念と分類

エコツーリズムの概念

【　授　　業　　目　　標　】

１）エコツーリズムの概念を知る。
２）エコツーリズムの成立過程と時代・社会との関連を捉える力を養う。
３）エコツーリズムが地域の自律的発展に果たす役割、および、その役割を果たすための方策を見
出す力を養う。

イントロダクション

エコツーリズム誕生の背景

工藤 雅世 (744)

選択 講義

環境管理学専攻 専攻選択科目

エコツーリズム推進法に見るエコツーリズムの意義と役割

自然遺産保護の系譜

文化遺産保護の系譜

地域の内発的発展とエコツーリズムとの関連

サスティナブル・ツーリズムとしてのエコツーリズム

エコツーリズムの光と影

マス・ツーリズムの対概念としてのオールタナティブ・ツーリズム

サスティナブル・ツーリズムの思想と背景

エコ・ミュージアムとインタープリテーションの持つ可能性

参　考　書

授業において随時指示する。

留　意　点

授業時の質問に対し、主体的に発
言するよう努力すること。

教　科　書

自主製作のプリントを使用する。

評 価 方 法

期末試験の成績および出席率に
よって評価する。




